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第６章 施設・設備 

６．１ 施設・設備などの整備 
 

Ａ群：大学・学部等の教育研究目的を実現す

るための施設・設備等諸条件の整備状況の適

切性 
 
 １．野々市キャンパス 
 野々市キャンパスには、学生の教育・研究活動の中心となる諸施設や建物が置かれてい

る。この野々市キャンパスは、１７７,２３８㎡の校地と総床面積１３１,４８３㎡の講義

室・研究室・実験室などが入った３５棟の建物で構成されており、キャンパスの建物配置

図および各建物の規模と用途を図６．１および表６．１に示した。 

 本学独自のユニークな施設といえるのが７号館の工学設計棟である。本学では、工学技

術者を育成するため、様々な実験や実習を行い、また、学んだ知識を知恵に転換する工学

設計その他の実技教育の充実を図っている。この実技教育に対する思いを具体的な形にし

た施設が、この工学設計棟である。地上５階、地下１階、総床面積１２，１００㎡に及ぶ

この建物は、工学設計教育の拠点として、専門分野の実験や演習のための最新鋭の設備・

機器類が導入されている。実験・演習室、工学設計教育でのグループ討議を円滑に促進す

るために特別に発注された楕円形のテーブルが配置されている工学設計室などが設けられ

ている。また、最上階には、ほぼ１フロアをオープンな空間として展開することが可能な、

多目的オープンスペースが設けられており、工学設計Ⅱのポスターセッションや夢考房で

のライントレーサー競技のための会場として様々に利用されている。さらに、１階には、

本学が実現を目指している夢考房キャンパスを具現化するための一つの施設として、３６

５日・２４時間学生が好きな時間に、自学自習やグループ毎のディスカッションなどが自

由にできる、２２５席の自習室が設けられている。 

 工学教育において重要な実践の場として、また、学生自らが考え行動し学生が自由に活

用できる自主的なものづくりの場として、「夢考房２６・夢考房４１」をキャンパス内に設

けている。ここでは、技術や用途に応じて各種の工作機械や実験機器、材料・工具が豊富

に取り揃えられており、学生がひらめいたアイディアをすぐにカタチにできる創造空間と

して利用されている。また、学生主体のモノづくりプロジェクトである“夢考房プロジェ

クト”活動の場としても多くの学生に利用されている。 

学生の知的好奇心をサポートする場として、総床面積１７,００５㎡・１２階建ての「ラ

イブラリーセンター」が昭和５７年に開館された。このライブラリーセンターは、先端技

術を駆使したわが国初のカードレスライブラリーであり、工学系専門図書館として世界最

大級である。学ぶ楽しみを学生に味わってもらうため、魅力ある図書館運営を心がけ、「教

育センター」「研究センター」「卒業生の情報センター」「地域の工学情報センター」として
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の４つの機能を持たせている。各階には、本学の学系と連動した構成で分野別に専門図書

が置かれており、各フロアには、検索端末が設置され資料の有無を素早く調べることがで

きる。利用者サイドに立った自由な雰囲気の中で学習ができるように環境・設備やシステ

ムを整えている。 
また、キャンパス内には、多くの樹木が植えられているだけではなく、芝生が植え込ま

れた広いスペースも幾つか設けられており、学生が学習の合間に自由に休息などができる

場所を備えている。 
自習室をはじめとして、キャンパス内の各建物および校地内のいたる場所に、学生同士

が自由にグループで話し合えるスペースを多く設けており、人間形成教育を育む環境を整

備している。 
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図６．１ 野々市キャンパスの配置図

 

 

 

 

40 号館 

 

 

 

 



 - 101 - 
 

表６．１－１ 各号館の規模と主要施設（１） 
 

延べ面積 地上 地下

（㎡） （階） （階）

１号館 8572.41 6 1
学長室・局長室・役員会議室・大学事務局・修学基礎教育課程の教員研究室・基礎英語教育セン
ター・ライティングセンター・講義室・会議室

２号館 3001.31 3 環境系教員研究室・環境系工学設計Ⅲ実験演習室・講義室

３号館 4223.53 4 1 環境系教員研究室・環境系工学設計Ⅲ実験演習室・講義室・会議室

５号館 3798.08 2 1 修学基礎教育課程教員研究室・環境系工学設計Ⅲ実験演習室・講義室

６号館 20637.76 15 1
ライブラリーセンター・酒井メモリアルホール・ＰＭＣ・情報処理サービスセンター・多目的ホー
ル・工学基礎教育センター・工学基礎教育課程教員研究室・学習支援デスク

７号館 12106.28 4 1 工学設計棟・自習室・講義室・工学設計室・工学専門実験演習室・多目的オープンスペース

８号館 9165.93 5 1 講義室・能力開発センター・パソコンセンター

９号館 1396.97 2 情報系工学設計Ⅲ実験演習室・講義室

１０号館 843.72 2 1 講義室・進路開発センター・機械系教員研究室・材料系教員研究室・機械系工学設計Ⅲ実験演習室

１１号館 4417.85 6 1 講義室・人間系教員研究室・人間系工学設計Ⅲ実験演習室

１２号館 3278.72 6
食堂・購買・ＢＯＫホール・ＢＯＫ・機械系教員研究室・材料系教員研究室・機械系工学設計Ⅲ実
験演習室

１３号館 2604.92 2 小体育館・剣道場

１４号館 6706.86 5
機械系教員研究室・機械系工学設計Ⅲ実験演習室・電気系教員研究室・電気系工学設計Ⅲ実験演習
室

１５号館 2603.51 5 光電磁場応用研究所・電気系教員研究室・電気系工学設計Ⅲ実験演習室

１６号館 3023.8 2 機械系工学設計Ⅲ実験演習室・建築系工学設計Ⅲ実験演習室

１７号館 6104.79 5
建築系教員研究室・建築系工学設計Ⅲ実験演習室・建築系製図室・ＣＡＤ室・講義室・情報系演習
室（コンピュータ室）

１８号館 497.42 1 電気系工学設計Ⅲ実験演習室

１９号館 339.87 2 雷実験施設

２０号館 4464.53 2 大体育館・スポーツ考房・スポーツジム・柔道場

２１号館 1998.7 5 放送大学石川学習センター

２２号館 2702.74 5 1 扇が丘診療所・学友会・体育部会部室・文化部会部室

２３号館 3542.83 5 食堂・ブックストア・購買・サ－ビスセンター・㈱学侑社事務室・明倫館

２４号館 7714.14 6
工学設計教育センター・工学設計教育教員研究室・工学基礎実技教員研究室・実験考房・工学基礎
実験室・製図室・講義室

２５号館 783.75 2 法人本部

号館 主な主要施設
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表６．１－２ 各号館の規模と主要施設（２） 

２６号館 995.16 2 夢考房２６

２７号館 404.81 2 学生相談室・カウンセリングセンター

２８号館 985.27 5 コミュニティー放送局（ＦＭＮ１）・日本学研究所・修学基礎教育課程教員研究室

２９号館 2086.08 2 1 情報系工学設計Ⅲ実験演習室

３２号館 1356.4 2 建築系工学設計Ⅲ実験演習室

３９号館 974.1 3 情報系教員研究室

４０号館 2548.84 3
光電相互変換デバイスシステム研究開発センター・電気系教員研究室・電気系工学設計Ⅲ実験演習
室

４１号館 1988.07 4 夢考房４１

４４号館 548.88 3 内燃機関実験室

４６号館 196.13 2 自動車部部室

４７号館 4611.74 8 国際交流会館

 
 

 ２．ＫＩＴハイテクリサーチセンター（松任） 
野々市キャンパスから約９km 離れたＫＩＴハイテクリサーチセンター（石川県松任市八

束穂）には高度材料科学研究開発センター、人間情報システム研究所、先端材料創製技術

研究所、生活環境研究所の研究施設がある。教職員のほか、工学設計Ⅲの学生と大学院生

が主に使用しており、２５,７３５.００㎡の校地と３棟２階建総床面積８,５２７.２８㎡

の校舎で構成されている。 

 

 ＫＩＴハイテクリサーチセンターは、使用する学生が限られていることや実験・研究施

設として整備されているため、図書館や食堂がないなど学生にとって不便な点があること

が課題である。なお、野々市キャンパスとの移動については、無料バスを運行することで

学生の負担にならないようにしている。 

 

 ３．自然学苑とセミナーハウス 
（１）穴水湾自然学苑 
野々市キャンパスから約１００km 離れた能登半島にある穴水湾自然学苑（石川県鳳至郡

穴水町）では、１～３年次生の必修科目である「人間と自然Ⅰ～Ⅲ」の授業が２泊３日で

実施され、穴水湾での海洋活動やセミナーハウスでのグループ討議などの研修を行ってい

る。 

３６,８８０.１２㎡の校地と５階建総床面積３,１９６.３３㎡の校舎および１階建総
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床面積７４０.３４㎡の体育館、５棟・１,５３４.９８㎡の研修棟・艇庫などの附属建物で

構成されている。 

 

（２）天池自然学苑 
野々市キャンパスから約１２km離れた天池自然学苑（石川県金沢市天池町）では、生涯

スポーツ教育、クラブ活動、およびセミナーハウスでの研修が行われている。 

２０５,７４６.００㎡の校地と５階建総床面積２,９８９.４８㎡の校舎、２階建総床面

積１,９６８.５２㎡の体育館、夜間照明完備の硬式野球場およびグラウンド、ゴルフ練習

場で構成されている。 

 

（３）池の平セミナーハウス 
野々市キャンパスから約２５０km 離れた池の平セミナーハウス（新潟県中頚城郡妙高高

原町）では、１泊２日あるいは２泊３日で「工学設計Ⅲ池の平セミナーハウス研修」が実

施されている。 

５,６８２.５４㎡の校地と３階建総床面積２,８６６.２７㎡の校舎で構成されている。 

 

４．情報処理機器の配備 
 

Ｂ群：教育の用に供する情報処理機器などの

配備状況 
 
平成７年より、入学生全員に対して入学時にノートパソコンを所持することを義務づけ

ており、現在７，０１１名の学生が各自のパソコンを使用している。学生がネットワーク

にアクセスするためには、教室をはじめ演習室、自習室、ラウンジなどキャンパス内の至

る所に設けられた約６，０００個のＬＡＮへの接続口（情報コンセント）に各自のパソコ

ンを接続すれば、学内ネットワークやインターネット上の様々な情報の収集と広範なコミ

ュニケーションを行うことができるように整備されている。 

また、講義・演習関係の教室には、そのほとんどにマルチメディア装置（マイク・ＯＨ

Ｐ２台・ＶＴＲ・ビデオプロジェクター・スライドプロジェクター・教材提示装置など）

が備えられている。一部の教室では教卓・学生机からインターネットに接続することも可

能となっており、多様な講義が実施できる環境が整えられている。 

学生に対する修学に必要な情報の伝達方法は、学内告知ＴＶによる情報伝達システムに

よって行われているが、最近では、各自のノートパソコンを活用して、学内ネットワーク

を介して閲覧や確認、情報収集を行うことが当たり前になりつつあり、全学生に共通する

お知らせやヘルプ情報の提供、学習支援計画書の照会や休講・補講情報の告知などのきめ

細かな支援サービスを実施している。さらに、履修申請や時間割照会、成績照会をはじめ

とする学生個々の情報に関しても、個々の学生に修学情報を提供する「ポータルシステム」
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などを通してのアクセスを可能にするなど、学生の修学を広範囲にわたって支援するシス

テムの運用を始めている。 

これら一連の情報インフラストラクチャーの整備は、 

①「教室」と「時間」に依存しない教育環境の整備と補助教材・参考資料などの提供 

②知識や技術の習得、創造的な思考力を育成するためのマルチメディア教材の提供 

③修学に必要な種々の情報をインタラクティブに扱う修学支援環境の提供 

を念頭に推進しており、本学の工学設計教育を支える重要なＩＴ基盤と位置づけている。 

各教室に備えられている設備・装置類の詳細を表６．２に示す。 
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表６．２－１ 教室内の機器配備状況（１） 
ビデオプロジェクター(スクリーン/1幕) インターネット

設　備 ﾏｲｸ OHP ｶｾｯﾄ ＴＶ VTR 学内 ｽﾗｲﾄﾞ 教材 ﾊﾟｿｺﾝ 教 卓 学生個人

ﾃﾞｯｷ ﾓﾆﾀ (VHS) ﾋﾞﾃﾞｵ 提示 接続 電源 情報 電源 情報

教室 定員 検索 装置 ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

1･101 41 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･102 39 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･103 42 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･104 40 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･105 39 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･106 40 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･107 40 1台 1台 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○

1･108 38 1台 1台 ○ ○ 　 ○ ○ ○

1･301 100 ○ 2台 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○

1･302 194 ○ 2台 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ 　

1･401 100 ○ 1台 　 　 　 　 　 　 　 　

1･402 100 ○ 1台 　 　 　 　 　 　 　 　

3･218（演習室） 100 ○ 1台 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 　

5･101 359 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･106 150 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･107 150 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･108 150 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･109 156 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･110 180 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

5･201 165 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

6･1001 72 　

6･1002 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･1006 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･1007 24 　 ○ 1台 ○ ○ ○ ○

6･1102 24 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･1106 24 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･1107 24 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･334（多目的ﾎｰﾙ） 1,000 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6･702 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･706 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･707 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･802 24 　 ○ 1台 ○ ○ ○ ○

6･806 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･807 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･902 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･906 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

6･907 24 　 持込 1台 ○ ○ ○ ○

7･201 180 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･202 180 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･203 180 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･204 180 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･301（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･302（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･303（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･305（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･306（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･403（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･404（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7･405（演習室） 80 ○ 1台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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表６．２－２ 教室内の機器配備状況（２） 

ビデオプロジェクター(スクリーン/1幕) インターネット

設　備 ﾏｲｸ OHP ｶｾｯﾄ ＴＶ VTR 学内 ｽﾗｲﾄﾞ 教材 ﾊﾟｿｺﾝ 教 卓 学生個人

ﾃﾞｯｷ ﾓﾆﾀ (VHS) ﾋﾞﾃﾞｵ 提示 接続 電源 情報 電源 情報

教室 定員 検索 装置 ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

8･101 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･104 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･201 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･204 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･301 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･304 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･308 168 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

8･401 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･404 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･406 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･409 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･501 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･504 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･506 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8･509 153 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11･214 108 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12･401（BOKﾎｰﾙ） 240 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14･320 167 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14･322 211 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

15･401 150 ○ 2台 　 　 　

15･404 150 ○ 2台 　 　 　

17･301 237 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17･401 239 ○ 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17･403（CAD室） 80 ○ 13台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17･404（CAD室） 80 ○ 13台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17･409（製図室） 142 ○ 15台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･101（実験室） 90

24･110（絵画） 70

24･111（造形） 70

24･117（実験室） 140 ○

24･201（実験室） 150

24･301 150 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･302 150 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･305（製図室） 159 4本 17台 ○ ○ ○

24･401 162 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･408 162 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･501 225 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24･507 225 1本 2台 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29･101（演習室） 100 ○ 2台 ○ ○ ○ ○

29･102（演習室） 100 ○ 2台 ○ ○ ○ ○

29･103 50 ○ ○ ○  
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６．２ キャンパス・アメニティ 
 １．学園協議会 
 

Ｂ群：キャンパス・アメニティの形成・支援

のための体制の確立状況 
 
 学園共同体によるビジョンの実現を目指し、学生を主役とする大学へ転換する本学では、

学生からの要望や意見を取り入れる機会を設けるために、年に１度「学園協議会」を開催

している。学園協議会は、学生の代表組織である学友会、理事会、教授会が三位一体の協

同精神の実現を目的に同等の立場で話し合い建設的な意見を出し合うことで学生の立場に

立ったキャンパス作りを目指すものである。なお、学園協議会は、三者の必要に応じた申

し出があればいつでも開催することができる。 
 平成１４年度の学園協議会では、２４件に及ぶ項目が学友会から提案され、ひとつひと

つの項目について意見交換を行った。代表的なものとして、体育館の床に関する要望があ

り、平成１５年度の予算に計上し夏期休暇を利用して床の全面張り替えを行うことを約束

した。 
 

 ２．生活環境の整備 
 

Ｂ群：「学生のための生活の場」の整備状況 
 
 学生の生活環境の整備には、各方面で取り組んでいる。 
 本学法人本部に所属する施設部では、本学全ての施設、設備などの点検・保守・整備、

管理運営、省エネルギー推進、環境保全、防災、警備などの実施を通して、学生の学習環

境・生活環境の整備・保全・充実に努めている。 
また、学生の生活環境を整える目的から、株式会社学侑社をはじめとするビジネスパー

トナーの協力を得て、学内清掃業務、切符や宿泊の手配、本・文具・教科書の販売、学生

食堂の運営、ＩＴ分野における支援、キャンパス内での簡易郵便局の運営など、学生の福

利厚生のための業務も行っている。 
ビジネスパートナーである「新篁」はキャンパス内に「寮・下宿相談室」の窓口を設け、

学生の寮や下宿の斡旋、管理を行い、学生や保護者からの相談や、寮主・管理人の意見、

要望を聞いている。さらに、家主の協力を得て、大学周辺の学生アパートの一部約２００

棟・３，５００室には、学生アパートまで敷設された光ケーブルを用いて自室から大学の

学内ネットワークに接続できるサービスを提供している。これは、学生の日常生活の場に

おいて、本学が提供するＩＴサービスを活用できる、マルチメディアキャンパスの実現を

目指した取組みである。 
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 ３．安全・衛生・環境への配慮 
 

Ｂ群：大学周辺の「環境」への配慮の状況 
 
（１）安全と衛生 
 安全・衛生・環境への対応については、平成１４年に特定化学物質の環境への排出量の

把握などおよび管理の改善の促進に関する法律（略称ＰＲＴＲ法）が施行され、使用した

規制対象化学物質の保管量やその行き先を監督官庁へ報告することが義務づけられている。

本学は、特定化学物質の使用量が法の適用範囲より少なく報告義務はないが、自主的な報

告を行うことにしている。そのため、学内安全委員会では３ケ月毎に規制化学物質の在庫

量を調査するとともに、その間に入手した規制化学物質の入った容器にバーコードを貼り、

コンピュータによる規制化学物質の在庫量および使用量、使用場所および使用者などを把

握することにより規制化学物質の使用状況、使用制限の検討や安全対策の改善を行ってい

る。 
 また、特定化学物質だけではなく、演習室や実験室、夢考房などの実験機器や装置の使

用状況などを調査し、学内の安全確保に努めている。 
本学からの排水については、合併処理施設にて環境基準に適合するよう処理した後、川

に放流している。放流水の水質について定期的に自主検査を行ない、環境基準値以下の水

質が維持されていることを確認している。 
 

（２）地域との協同 
学友会と大学職員で組織する「金沢工業大学マナー向上プロジェクト」は、金沢市生活

環境課と野々市町民生部保健環境課と相談しながら、学生のゴミ収集に対する意識を高め

るための啓発ポスターを作成した。この啓発ポスターには、学生が住む地域における一般

ゴミ収集日、資源ゴミ回収日、分別方法などがわかりやすく明記されており、学生の寮や

下宿に掲示している。さらに、毎年新学期には金沢市環境部リサイクル推進課に依頼して

一般ゴミの分別方法などに関しての講習会を開催し、学生一人ひとりにゴミ収集に対する

意識の向上と社会ルールの遵守を促している。 

 

６．３ 施設・設備の利用上の配慮 
 １．キャンパスのバリアフリー化 
 

Ｂ群：施設・設備面における障害者への配慮

の状況 
 
 本学では、平成５年に車椅子での移動を考慮して、全キャンパスのバリアフリー化に取

組み、建物入口のスロープ化や段差昇降機の設置、トイレの改修、自動扉の設置、主要建

物へのエレベータの設置など、新設や改修による対応を行っている。 
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 現在まで、表６．３に示した箇所について対応を行っているが、建物の使用状況や建設

時期などを考慮しながら、継続的に改修を行っていく計画である。 

 

表６．３ バリアフリー化の状況 （単位：箇所） 

新設・改修 場所

エレベータの新設 ３

段差昇降機の設置 ２

スロープの新設 １８

自動扉の新設 １０

優先駐車場枠の新設 ３

エレベータの改修 １

身障者用トイレへの改修 １

防火扉段差の解消に伴う改修 １７

講義室の半自動扉への改修 ３

新設・改修 箇所数

 
 

 ２．施設利用時間 
 

Ｃ群：各施設の利用時間に対する配慮の状況 
 
 本学では、現在、「身分証・学生証」に非接触型ＩＣカードを採用して建物の入館管理を

行っている。学生は、学生証によって、ほとんど全ての施設について、自由に入館するこ

とが可能になっている。なお、多くの教育支援施設については、利用時間が定められてお

り、時間外での利用は原則として認められていない。ただし、表６．４でも認められるよ

うに、学生の利用の便に配慮した体制がとられている。 
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表６．４ 主な教育支援施設の利用時間 

 

６．４ 学外教育施設への移動 
 

Ｃ群：キャンパス間の移動を円滑にするため

の交通動線・交通手段の整備状況 
 
 １）穴水湾自然学苑 
授業の一環である「人間と自然Ⅰ～Ⅲ」では、大学から教職員が引率して貸切バスで移

動する。指定された貸切バス以外での交通機関による参加は認められていない。 

 ２）天池自然学苑 
生涯スポーツの授業では、大学から貸切バスで移動する。クラブ活動では自家用車の利

用が認められており、１１０台収容可能な駐車場が設けられている。 

 ３）池の平セミナーハウス 
穴水湾自然学苑と同様に、授業の一環である「工学設計Ⅲにおける池の平セミナーハウ

ス研修」では、教職員が引率して貸切バスで移動する。このセミナーハウスは、クラブや

サークルの合宿、教職員の福利厚生でも利用が可能であり、この場合の交通手段について

は特に規制はされていない。 

施　設 利用時間 活動内容・設備

自習室＜７号館＞ 24時間利用可能 情報コンセント 、プリンター設置

ライブラリーセンター 月～金曜　　 8： 30～ 22： 00

（ＬＣ） 土曜　　　　 8： 30～ 17： 00

日曜・祝日　 10： 00～ 17： 00

月～金曜　  8： 30～ 17： 45

土曜　　     8： 30～ 12： 10

月～金曜　  8： 30～ 17： 00

月～金曜　  8： 30～ 21： 30

土曜　　　  8： 30～ 17： 00

日曜　　　  9： 30～ 17： 00

大型プロジェクト の企画・創作施設

月～金曜　  8： 30～ 20： 30

土曜         8： 30～ 17： 00

月～金曜     8： 30～ 21： 00

土曜    　    8： 30～ 17： 00

月～金曜　  8： 30～ 17： 00

土曜　      8： 30～ 13： 00

小型機器から大型工作機械による多様
な製作機能と資料作成

　・夢考房２６
　　　　＜２６号館＞

　・夢考房４１
　　　　＜４１号館＞

工学設計教育センター
　　　　＜２４号館＞

　・スポーツ考房
ト レ ー ニン グル ーム 、各 種ト レー ニン
グマシン設置

情報処理サービス
センター

能力開発センター 各種資格の取得支援施設

大型計算機 ・パソコン・ネットワーク
の利用やＡＶに関する各種サービス

蔵 書 数 約 48 万 冊 、 書 誌 情 報 約 180 万
件、コンピュータ による書誌検索

工学基礎教育センター
数 学 ・ 物理 ・化 学の 個別 学習 指導 を行
う

工 学 設 計科 目の 支援 、夢 考房 活動 の充
実を図る

英語コミュニケーション能力の学習支
援

基礎英語教育センター
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 ４）ＫＩＴハイテクリサーチセンター 
野々市キャンパスからの移動には、無料バスも運行しているが、基本的には、ハイテク

リサーチセンター行きの公共路線バスを利用している。この路線には、大学前に停車場が

設置されている。なお、自家用車の乗入用に２５７台収容可能な駐車場が設けられている

が、学生の利用は許可を受けた者だけに制限されている。 
 

６．５ 施設・設備の維持・管理 
 

Ｂ群：施設・設備等を維持・管理するための

責任体制の確立状況 
 
Ｂ群：施設・設備の衛生・安全を確保するた

めのシステムの整備状況 
 
 本学では、施設部が学内の施設、設備などの整備、管理運営に関する業務、学内の環境

保全や防災、警備などに関する業務を行っているが、火災および自然災害などの非常災害

に際しても学生および教職員の安全を確保するために必要な事項を審議し、実施するため

に非常災害対策委員会を置いている。非常勤を除く全ての教職員が非常災害対策委員とな

り、毎年、災害対策として全教職員参加の防災訓練を実施している。防災訓練は、災害・

事故が発生した時、いかにして学生および地域の安全に対処していくかということを考え

る機会を与えることで、安全に対する認識を深め、防災への意識向上を促すことを狙いと

して実施している。 

図６．２に安全確保の体制を示したが、安全衛生委員会を設置し、専門委員会として安

全委員会と衛生委員会を置いている。安全衛生委員会は、教職員および学生の安全と保健

衛生を推進し、法律を遵守し、学内に対して安全に関する情報公開を行うことを責務とし

ている。 

 
（１）安全委員会 
安全委員会は以下の役割を有しており、教職員・学生の安全を確保・推進していくため

に、安全衛生委員会が定める単位ごとに必要な下部組織を編成し、対応している。下部組

織としては、学系・課程・コアなどの教員組織と事務組織単位で、学系等安全委員会と安

全推進委員会を組織するとともに、それぞれに安全責任者と火元責任者を置き、各居室や

実験室の安全確保と防災に努めている。 
(1) 教職員・学生の安全に関しての計画立案と推進に関する事項 

(2) 教職員・学生の安全に関する官庁などへの報告事項 

(3) 金沢工業大学における安全に関する法令の改定とその遵守に関する事項 

(4) 大学の安全に関する社会的要請への対応に関すること 
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(5) 教職員・学生の安全に関する教育に関すること 

(6) 安全衛生委員長からの安全に関する諮問事項 

(7) 学系等安全委員会の指導と監査に関する事項 

具体的には、学生や教職員の実験・研究の安全のために、「安全指針」を冊子にまとめ

配付している。また、「安全に関する申し合わせ事項」を定め､キャンパス全体の安全意識

の高揚と、研究室をはじめ学生が活動する場の安全作業、薬品などの管理方法の改善、廃

液処理の仕組みづくり、廃棄薬品ビンの再資源化システムの構築、毎月の安全パトロール

による研究室などの立ち入り調査を行っている。 

さらに、平成１４年より安全委員会において、安全対策に関する相談窓口を設置し、適

宜アドバイスを行っている。また、本学は市街地に立地しており、キャンパス内およびそ

の周辺の環境保全や安全は地域社会に対しても大きな責任を負っていることからも、安全

確保の問題は極めて重要な事項であり、安全委員会による調査報告（労災事故、火災、ヒ

ヤリ・ハットなど）や交通安全対策委員会からの事故報告数がゼロとなることを目標の一

つとしている。 

 なお、安全委員会には、本学における組換えＤＮＡ実験に関して実験が安全かつ適切に

行われるために必要な安全管理を行う、組換えＤＮＡ実験安全専門委員会や、安全委員会

から事故防止のために付託された化学、機械、電気などの安全に関する専門的事項につい

て調査審議する安全専門委員会を置いている。 
 

（２）衛生委員会 
 衛生委員会は、教職員・学生の保険衛生を推進するためにつぎの事項を行っている。 

(1) 学校保健計画に関すること 

(2) 学校環境衛生の維持に関すること 

(3) 教職員の健康障害を防止する基本となるべき対策に関すること 

(4) 教職員の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること 

(5) 労働災害の原因および再発防止対策で、衛生に係るものに関すること 

(6) 教職員の健康障害の防止および健康の保持増進に関する事項 

(7) その他安全衛生委員会より付託された事項 

 具体的な取組みとしては、環境測定、水質検査、健康管理などを実施している。 
衛生委員会の取組みに対して、施設部では、シックハウス症候群などを考慮した、建物

の新築・改装に伴う工事や、キャンパス内すべての建物（特定建築物以外の建物も含む）

について、建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生管理法）に基づい

た検査（空気環境、貯水槽清掃、浄化槽検査、清掃、そ族昆虫類の防除、ボイラーばい煙

濃度測定）を年２回以上実施している。 
 また、健康管理面については、人事課や修学相談室が中心となって、教職員の生活習慣

病や学生の健康診断などを実施している。さらに、学内で麻疹（はしか）が流行った際に
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は、衛生委員会が中心となって、全学生および教職員、また、ビジネスパートナーの社員

に対して、ワクチンの接種を無料で実施するなどの取組みを行った。 
 
今後も、教育・研究活動にともなう公害の発生を防止し、教職員・学生および周辺住民

の生活環境の安全への配慮の観点から、学内より発生する廃棄物の処理・管理、学内より

排出される放流水の水質管理・環境分析、薬品購入時からの独自の薬品管理システムを活

用した学内での薬品保有量の把握などを行っていく。また、地球温暖化防止への取組みの

推進、グリーン購入の推進、エネルギー使用量の削減、廃棄物発生量の削減、資源のリサ

イクルの向上にこれからも努めていく。 
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安全連絡会・事務局

   

図６．２ 安全確保の体制 

 




